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１．概要（Summary） 

スズ(Sn)はコストパフォーマンスが高いユビキタス元素

である．Sn のナノ粒子(SnNP)化により，TiO2 光触媒の助

触媒やリチウムイオン電池のアノード材料等への応用が

期待されている．化学還元法は簡便な従来法として知ら

れているが，NP 凝集抑制のために添加する高分子や界

面活性剤の除去が必要になるなど，ポストプロセッシング

に課題がある． 

本研究では，SnNPを分離することなく，そのまま反応場

または分離場として利用可能な脂質膜上でのオンサイト

合成法を検討した(Fig.1)．脂質膜とは，脂質分子が作る

二分子膜のことである． 
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Fig. 1 Chemical reduction at lipid membrane 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

XPS装置 

【実験方法】 

金属錯体もしくは金属錯体/脂質膜と保護剤であるポリ

ビニルピロリドン(PVP)，脱イオン水の混合物を氷水浴に

て 30 分撹拌後，還元剤である NaBH4水溶液(0.14 M)を

添加し，所定時間撹拌して調製した．金属錯体：PVP：

NaBH4 = 1：20：7のモル比とした． 

金属ナノ粒子の形成と電子状態を確認した. 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

Sn ナノ粒子の形成と Sn の電子状態を確認すべく, 

XPS測定を行った．Fig.2にXPSスペクトルを示す．正電

荷脂質のときはピークが見られなかった．一方，負電荷脂

質において，497 eVで3d3/2軌道，および488 eVで3d5/2

軌道の結合エネルギーに相当するピークが観測された．

デコンボリューション解析の結果，0価と 4価の Snの存在

が確認された．4価の Snの検知は Snナノ粒子表面の部

分的酸化による SnO2 形成に起因する[1]．このことから，

金属ナノ粒子の形成とその部分酸化が確認された． 
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Fig.2 XPS spectra for SnNP formation 
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